
（別紙様式４）

〒
（住所）

（電話）

〒
（住所）

（電話）

昼夜

1,710 単位時間 480 単位時間 1,110 単位時間 120 単位時間 0 単位時間 0 単位時間

年 単位 単位 単位 単位 単位 単位

32 人 人 0 % 0 %

人
人
人
人
％

■就職者に占める地元就職者の割合 (F/E)
％

■卒業者に占める就職者の割合 (E/C)
％
人

（令和 5

受審年月：

（Ａ：単位時間による算定）

単位時間

単位時間

単位時間

単位時間

単位時間

単位時間

単位時間

（Ｂ：単位数による算定）

単位

単位

単位

単位

単位

単位

単位

人

人

人

人

人

人

人

鹿児島キャリアデザイン
専門学校

昭和63年12月19日 東　祐二
891-0141
鹿児島市谷山中央二丁目4173番地
099-267-2411

令和 ６年 ９月 ３０日

職業実践専門課程等の基本情報について

学校名 設置認可年月日 校長名 所在地

設置者名 設立認可年月日 代表者名 所在地

学校法人原田学園 昭和34年10月20日 原田　賢幸
891-0141
鹿児島市谷山中央二丁目4118番地
099-268-3101

工業 工業専門課程 ＴＶ映像音響科（映像コース） 平成29(2017)年度 平成27(2015)年度

分野 認定課程名 認定学科名 専門士認定年度 高度専門士認定年度 職業実践専門課程認定年度

学科の目的
撮影技術や，舞台技術，企画・演出に必要とされる教育を現場に近い教育環境で行い，創造力・リーダーシップ・問題解決力に優れた，クリエイター業界にとどまらず，社会が必要とするエン
ターテイメント性を有する人材を育成する。

学科の特徴（主な教
育内容、取得可能な

資格　等）

ライブホール・撮影スタジオなど大規模な施設で、放送・イベント業界で活躍できる人材を育成します。
取得可能な資格：フルハーネス型墜落制止用器具特別教育、足場の組立て等特別教育、映像音響処理技術者資格認定試験、色彩検定UC級、マルチメディア検定

修業年限
全課程の修了に必要な総授業時数又は総単位

数
講義 演習 実習 実験 実技

2 昼 ※単位時間、単位いずれか
に記入

生徒総定員 生徒実員(A) 留学生数（生徒実員の内数）(B) 留学生割合(B/A) 中退率

060人の内数

就職等の状況

■卒業者数 (C)　　　　　　　　： 14
■就職希望者数 (D)　　　　　： 12
■就職者数 (E)　　　　　　　　： 12
■地元就職者数 (F) 7

■進学者数 0
■その他

年度卒業者に関する令和６年５月１日時点の情報）

■主な就職先、業界等

■就職率 (E/D)　　　　　　　　　　： 100

58

86

（令和５年度卒業生）

映像制作会社、ポストプロダクション、フォトスタジオ、販売等

第三者による
学校評価

■民間の評価機関等から第三者評価： 無
※有の場合、例えば以下について任意記載

評価団体：
評価結果を掲載した

ホームページＵＲＬ

当該学科の
ホームページ

URL
URL:https://www.harada-gakuen.ac.jp/career/subject/tv/

企業等と連携した実
習等の実施状況（Ａ、
Ｂいずれかに記入）

総授業時数 1,710

うち企業等と連携した実験・実習・実技の授業時数 20

うち企業等と連携した演習の授業時数

（うち企業等と連携したインターンシップの授業時数）

総単位数

うち企業等と連携した実験・実習・実技の単位数

うち必修授業時数 60

うち企業等と連携した必修の実験・実習・実技の授業時数 20

うち企業等と連携した必修の演習の授業時数

うち企業等と連携した演習の単位数

うち必修単位数

うち企業等と連携した必修の実験・実習・実技の単位数

3

 ③ 高等学校教諭等経験者 （専修学校設置基準第41条第1項第3号）

うち企業等と連携した必修の演習の単位数

（うち企業等と連携したインターンシップの単位数）

 ⑤ その他 （専修学校設置基準第41条第1項第5号）

 計 5

上記①～⑤のうち、実務家教員（分野におけるおおむね５年以上の実務の経験を有し、かつ、高度の実務の能力を有す
る者を想定）の数

3

教員の属性（専任教
員について記入）

 ① 専修学校の専門課程を修了した後、学校等においてその担当
する教育等に従事した者であって、当該専門課程の修業年限と当
該業務に従事した期間とを通算して六年以上となる者

（専修学校設置基準第41条第1項第1号） 2

 ② 学士の学位を有する者等 （専修学校設置基準第41条第1項第2号）

 ④ 修士の学位又は専門職学位 （専修学校設置基準第41条第1項第4号）

https://www.harada-gakuen.ac.jp/career/subject/tv/


（別紙様式４）

〒
（住所）

（電話）

〒
（住所）

（電話）

昼夜

1,710 単位時間 480 単位時間 1,200 単位時間 30 単位時間 0 単位時間 0 単位時間

年 単位 単位 単位 単位 単位 単位

35 人 人 3 % 0 %

人
人
人
人
％

■就職者に占める地元就職者の割合 (F/E)
％

■卒業者に占める就職者の割合 (E/C)
％
人

（令和 5

受審年月：

（Ａ：単位時間による算定）

単位時間

単位時間

単位時間

単位時間

単位時間

単位時間

単位時間

（Ｂ：単位数による算定）

単位

単位

単位

単位

単位

単位

単位

人

人

人

人

人

人

人

 ⑤ その他 （専修学校設置基準第41条第1項第5号）

 計 5

上記①～⑤のうち、実務家教員（分野におけるおおむね５年以上の実務の経験を有し、かつ、高度の実務の能力を有す
る者を想定）の数

3

教員の属性（専任教
員について記入）

 ① 専修学校の専門課程を修了した後、学校等においてその担当
する教育等に従事した者であって、当該専門課程の修業年限と当
該業務に従事した期間とを通算して六年以上となる者

（専修学校設置基準第41条第1項第1号） 2

 ② 学士の学位を有する者等 （専修学校設置基準第41条第1項第2号）

 ④ 修士の学位又は専門職学位 （専修学校設置基準第41条第1項第4号）

うち企業等と連携した必修の実験・実習・実技の単位数

3

 ③ 高等学校教諭等経験者 （専修学校設置基準第41条第1項第3号）

うち企業等と連携した必修の演習の単位数

（うち企業等と連携したインターンシップの単位数）

当該学科の
ホームページ

URL
URL:https://www.harada-gakuen.ac.jp/career/subject/tv/

企業等と連携した実
習等の実施状況（Ａ、
Ｂいずれかに記入）

総授業時数 1,710

うち企業等と連携した実験・実習・実技の授業時数 20

うち企業等と連携した演習の授業時数

（うち企業等と連携したインターンシップの授業時数）

総単位数

うち企業等と連携した実験・実習・実技の単位数

うち必修授業時数 60

うち企業等と連携した必修の実験・実習・実技の授業時数 20

うち企業等と連携した必修の演習の授業時数

うち企業等と連携した演習の単位数

うち必修単位数

第三者による
学校評価

■民間の評価機関等から第三者評価： 無
※有の場合、例えば以下について任意記載

評価団体：
評価結果を掲載した

ホームページＵＲＬ

就職等の状況

■卒業者数 (C)　　　　　　　　： 16
■就職希望者数 (D)　　　　　： 16
■就職者数 (E)　　　　　　　　： 16
■地元就職者数 (F) 4

■進学者数 0
■その他

年度卒業者に関する令和６年５月１日時点の情報）

■主な就職先、業界等

■就職率 (E/D)　　　　　　　　　　： 100

25

100

（令和５年度卒業生）

舞台音響照明会社、ホール管理、販売等

2 昼 ※単位時間、単位いずれか
に記入

生徒総定員 生徒実員(A) 留学生数（生徒実員の内数）(B) 留学生割合(B/A) 中退率

160人の内数

学科の目的
撮影技術や，舞台技術，企画・演出に必要とされる教育を現場に近い教育環境で行い，創造力・リーダーシップ・問題解決力に優れた，クリエイター業界にとどまらず，社会が必要とするエン
ターテイメント性を有する人材を育成する。

学科の特徴（主な教
育内容、取得可能な

資格　等）

ライブホール・撮影スタジオなど大規模な施設で、放送・イベント業界で活躍できる人材を育成します。
取得可能な資格：フルハーネス型墜落制止用器具特別教育、足場の組立て等特別教育、映像音響処理技術者資格認定試験、色彩検定UC級、マルチメディア検定

修業年限
全課程の修了に必要な総授業時数又は総単位

数
講義 演習 実習 実験 実技

工業 工業専門課程 ＴＶ映像音響科（映像コース） 平成29(2017)年度 平成27(2015)年度

分野 認定課程名 認定学科名 専門士認定年度 高度専門士認定年度 職業実践専門課程認定年度

設置者名 設立認可年月日 代表者名 所在地

学校法人原田学園 昭和34年10月20日 原田　賢幸
891-0141
鹿児島市谷山中央二丁目4118番地
099-268-3101

鹿児島キャリアデザイン
専門学校

昭和63年12月19日 東　祐二
891-0141
鹿児島市谷山中央二丁目4173番地
099-267-2411

令和 ６年 ９月 ３０日

職業実践専門課程等の基本情報について

学校名 設置認可年月日 校長名 所在地

https://www.harada-gakuen.ac.jp/career/subject/tv/


種別

①

③

③

③

－

－

－

－

－

－

（年間の開催数及び開催時期）

（開催日時（実績））

第１回　　令和５年８月１日　１０：００～１２：００

第２回　　令和６年２月２４日　１５：００～１７：００

平　原　大　志 鹿児島キャリアデザイン専門学校　TV映像音響科教員
令和６年４月１日～
令和７年３月３１日(１年)

　※委員の種別の欄には、企業等委員の場合には、委員の種別のうち以下の①～③のいずれに該当するか記載すること。
　（当該学校の教職員が学校側の委員として参画する場合には、種別の欄は空欄で構いません。）
　　　①業界全体の動向や地域の産業振興に関する知見を有する業界団体、職能団体、
　　　　地方公共団体等の役職員（１企業や関係施設の役職員は該当しません。）
　　　②学会や学術機関等の有識者
　　　③実務に関する知識、技術、技能について知見を有する企業や関係施設の役職員

（４）教育課程編成委員会等の年間開催数及び開催時期

年２回　（７月、２月）

久冨木原　章裕 鹿児島キャリアデザイン専門学校　グラフィック科教員
令和６年４月１日～
令和７年３月３１日(１年)

猪　俣　  　翼 鹿児島キャリアデザイン専門学校　TV映像音響科科長
令和６年４月１日～
令和７年３月３１日(１年)

是　枝　智　美 鹿児島キャリアデザイン専門学校　グラフィック科科長
令和６年４月１日～
令和７年３月３１日(１年)

小　森　友　美 鹿児島キャリアデザイン専門学校　グラフィック科教員
令和６年４月１日～
令和７年３月３１日(１年)

寺　園　淳　一 株式会社ＭＢＣサンステージ　取締役
令和６年４月１日～
令和８年３月３１日(２年)

東　　　祐　二 鹿児島キャリアデザイン専門学校 校長
令和６年４月１日～
令和７年３月３１日(１年)

池　田　勝三郎 ヴァージョン　代表
令和６年４月１日～
令和８年３月３１日(２年)

木　村　誠　治 有限会社インパルス　取締役
令和６年４月１日～
令和８年３月３１日(２年)

令和６年４月１日現在

名　前 所　　　属 任期

深　尾　兼　好 全日本ＣＭ協議会　鹿児島ＣＭ合同研究会　会長
令和６年４月１日～
令和８年３月３１日(２年)

１．「専攻分野に関する企業、団体等（以下「企業等」という。）との連携体制を確保して、授業科目の開設その他の教育課程の編成を
行っていること。」関係

（１）教育課程の編成（授業科目の開設や授業内容・方法の改善・工夫等を含む。）における企業等との連携に関する基本方針

企業や関係団体等と連携を図り，新たに必要となる実務に関する知識・技術・技能を授業科目や授業内容に反映し，学生に教授して
いく為，企業や関係団体等からの意見を十分に活かし，カリキュラムを見直し，改善を図る等の教育課程の編成を行う。

（２）教育課程編成委員会等の位置付け
※教育課程の編成に関する意思決定の過程を明記

　（１）の基本方針に従い，教育課程編成委員会を設置し，各学科の教科構成について実務に必要とされる知識・技術・技能などが，該
当する学科のカリキュラムに反映されているかを確認する。
教育課程編成委員会で指摘を受けた内容について，各学科にて分析・検討し，改善すべき項目を委員長である学校長に報告する。学
校長が必要と判断した場合には，改善点を各学科の教育責任者に指示する。

（３）教育課程編成委員会等の全委員の名簿



研修名：

期間：

内容

令和５年７月１９日（水） 対象： 職員１名

ライブ映像制作におけるクラウドを活用した低規模中継の仕組みや環境。

（１）推薦学科の教員に対する研修・研究（以下「研修等」という。）の基本方針

※研修等を教員に受講させることについて諸規程に定められていることを明記

教員等の研修に関する諸規程第２条のとおり，教員は業務経歴や能力，担当する授業の分野に応じて，実務に関する知識，技術，技
能の修得および学生に対する指導力等を修得するために，企業等と連携を図り，研修等を計画的に受講し，常に自己研鑽に努め，教
育水準の向上を図る。

（２）研修等の実績

①専攻分野における実務に関する研修等

新時代のライブプロダクションシステム 連携企業等： オタリテック株式会社

撮影技術

４．【校外】企業等が主催
するインターンシップ等
（学科が主体的に企画し
ていないものを指す。）

映像業界で撮影技術者として活躍でき
る人材育成を目的とする科目である。
撮影に必要なビデオカメラや，音声機
器，照明機材などの業務用機材を学
ぶ。TVCMや，テレビ番組，イベント撮
影など，幅広い撮影を授業やインター
ンシップを通して経験することにより，

知識と技術の両面を習得する。

株式会社鹿児島放送（KKB)

３．「企業等と連携して、教員に対し、専攻分野における実務に関する研修を組織的に行っていること。」関係

（１）実習・演習等における企業等との連携に関する基本方針

　実習，実技，演習等は専修学校の教育にとっては非常に重要なものであるため，常に最新の技術や技能を教授する必要がある。そ
のために本校と企業や関係団体等が密接に連携した体制を構築し，より実践的な職業教育の質の確保ができるよう組織的に取り組
む。
　また，連携を行う企業等とは協定書等を締結し，校内外で実施される実習・演習等について，指導内容やその学修成果の評価等も
含めて，実践的な職業教育を行うものとする。

（２）実習・演習等における企業等との連携内容
※授業内容や方法、実習・演習等の実施、及び生徒の学修成果の評価における連携内容を明記

　（１）の基本方針に従い，次の項目について連携を行う。
　　　①カリキュラムの作成
　　　②実習・演習の計画及び実施
　　　③成績評価及び進級判定等に関する助言
　　　④その他の実習運営上に必要となる事項

（３）具体的な連携の例※科目数については代表的な５科目について記載。

科　目　名 企業連携の方法 科　目　概　要 連　携　企　業　等

（５）教育課程の編成への教育課程編成委員会等の意見の活用状況

※カリキュラムの改善案や今後の検討課題等を具体的に明記。

・令和６年度から「文化教養専門課程」から「工業専門課程」への変更を予定しており，電気に関する分野を授業に取り入れられないか
　検討している。また，就職試験で受験した企業等から科目名から授業内容が想像しづらい，とのご意見をいただいたため，カリキュラムを
　細分化して，学習内容が理解し易い科目名への変更を検討する。
・「自分が興味がある分野だけやりたがる傾向があるが，結局様々なことが繋がっているので，いずれ必要となる」というご意見をいただいた。
　例えば企画広報の就職を希望する学生は，一般広告論でＷｅｂが何に使われているかなどの理解力が求められたり，既存メディアへ
　対応したものを組み立てたりと，幅広い知識を求められる。今後，益々各授業の意義や目的，仕事の関連性を意識して伝えていく。
　また，それらの関連性を体感してもらうため，学生主体のイベントなどを小規模で行わせたり，約２週間一定科目だけ集中して授業を
　行うなどの方法を検討していく。

２．「企業等と連携して、実習、実技、実験又は演習（以下「実習・演習等」という。）の授業を行っていること。」関係



研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容 近年さらに注目されている人工知能（AI）のパワーを活用した、Avid Ada (エイダ)の紹介など

Avid Media Composer使った編集手法とワークフローや編集に採用されたAvid Media Composerの使い方

Avid Ada: AIを活用したメディア・ワークフローセミナー 連携企業等： アビッドテクノロジー株式会社

令和６年７月１８日(木) 対象： 教員１名

『ゴジラ-1.0』エディターインタビュー 連携企業等： Avid Japan

令和６年４月１５日(月) 対象： 教員１名

令和５年１２月１９日（水） 対象： 教職員２名

ファシリテーション力を利用した有意義な会議の実施及び生産性の向上

（３）研修等の計画

①専攻分野における実務に関する研修等

令和５年９月２０日（水）～２２日（金） 対象： 教職員２名

社会の変化が及ぼす教育への影響，企業への実態調査の報告，専門学校の教育事例紹介

ファシリテーションを活用した合意形成の効率化 連携企業等：
一般社団法人鹿児島県情報サー
ビス産業協会

令和５年９月６日（水）～２２日（金） 対象： 全教職員

職場のハラスメントの基礎知識，パワーハラスメントの具体例，どうすればハラスメントを防止できるのか

変化する社会に求められる人材の傾向と分析 連携企業等： ベネッセコーポレーション

令和５年８月２２日（火）～２４日（木） 対象： 教員４名

「学生・教員のための実践心理」「専修学校における職業教育」ほか専修学校教員として必要な
基礎的知識の修得

ハラスメントに関するオンライン研修 連携企業等： 成蹊大学教授　原　昌登

令和５年８月９日（水），１０日（木） 対象： 職員１名

新任指導育成のための目標管理力／新任の能力を引き出すためのメンタリング力の修得

令和５年度新任教員研修会 連携企業等：
職業教育・キャリア教育財団
鹿児島県研究研修事業支部
委員会

令和５年７月２５日（火） 対象： 教職員８名

入学者数減少と学力低下が専門学校教育に及ぼす影響

新任指導力（メンタリング） 連携企業等： 職業教育・キャリア教育財団

令和５年７月２１日（金） 対象： 全教職員

「さすまた」等を利用した不審者対応研修

データから見る2024年度入学生に求められる学生指導とは 連携企業等： ㈱進研アド

令和５年６月２２日（木），２８日（水） 対象： 教職員６名

「７つの習慣セルフコーチング講座」実施に向けてのスキルアップ研修

防犯研修 連携企業等： 職業教育・キャリア教育財団

②指導力の修得・向上のための研修等

７つの習慣セルフコーチング　スキルアップ研修 連携企業等： ㈱FCEエデュケーション

令和５年７月２１日（金） 対象： 教員1名

トムス・フォトのエディターのMedia Composerの活用法

令和５年７月１９日（水） 対象： 職員１名

イベントを想定した撮影素材のクラウドへのアップロード、共有、レビュー、編集、手直しの提案、レスポンスを統一クラ
ウドシステムで展開。

Media ComposerとAvid NEXISで安定かつスムーズなアニメ制作 連携企業等： Avid Japan

AWS/Sony/NetAppで実現するクラウド制作ワークフロー 連携企業等：
一般社団法人日本ポストプ
ロダクション協会



研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容 発達に課題を抱えている学生に対しての理解とアプローチ方法

４．「学校教育法施行規則第１８９条において準用する同規則第６７条に定める評価を行い、その結果を公表していること。また、評価
を行うに当たっては、当該専修学校の関係者として企業等の役員又は職員を参画させていること。」関係

（１）学校関係者評価の基本方針

教育活動その他の学校運営について，社会のニーズを踏まえた目指すべき目標を設定し，その達成状況や達成に向けた取組の適切
さ等について自己評価を行うことにより，学校としての組織的・継続的な改善を図る。また，自己評価の結果に基づいて行う学校関係
者評価の実施とその結果を公表することにより，適切に説明責任を果たすとともに，特色ある学校づくりを進めることにより，関連業界
等のニーズを踏まえた質の高い職業教育を教授できるよう学校運営の改善と学校教育の発展を目指す。

「学生・教員のための実践心理」「専修学校における職業教育」ほか専修学校教員として必要な
基礎的知識の修得

令和６年度キャリデザ職員研修 連携企業等：
鹿児島純心短期大学
生活学科　中島　賢太郎

令和６年１２月２３日（月） 対象： 全教職員

PBLの基本概念や成功事例、効果的な導入方法について学ぶ

令和６年度新任教員研修会 連携企業等：
職業教育・キャリア教育財団
鹿児島県研究研修事業支部
委員会

令和６年８月２０日（火）～２２日（木） 対象： 教員１名

全体テーマ「学校教育の未来」

PBL研修 連携企業等：
金沢工業大学
 教職課程　木村竜也

令和６年８月１日（木） 対象： 教職員１２名

怒りで後悔しないために，上手に怒る技術と向き合う姿勢を身につける

未来の先生フォーラム２０２４特設サイト【オンライン】 連携企業等：
未来の先生フォーラム２０２４
実行委員会

令和６年７月２９日（月）～８月２日（金） 対象： 教職員５名

学力の多層化が進む状況から推測される事象や影響，特に中途退学について

先生と生徒のためのアンガーマネジメント実践方法 連携企業等：
一般社団法人日本アンガーマネ
ジメント協会

令和６年７月１８日（木） 対象： 教員７名

企業による産品のプロモーションなどの戦力方法

②指導力の修得・向上のための研修等

多層化する専門学校生を最新データで読み解く 中退防止に向け
た学力向上への取組

連携企業等：
株式会社進研アド
株式会社Weness

令和６年６月２５日（火） 対象： 教員１名

出版物の権利侵害や著者等の誹謗中傷が問題など各種事例を紹介し、傾向と対策について考えます。

鹿児島 ✕ クリエイティブ 連携企業等： 太陽企画株式会社

令和６年１０月１９日（土） 対象： 教職員１名

静止画での撮影テクニック、写真コンテストに向けてのアドバイス

JEPA著作権実務セミナー・池村聡弁護士 連携企業等： 日本電子出版協会事務局

令和６年１０月１５日(火) 対象： 教員１名

最新の機材（撮影全般、音響、照明）展示会視察

自然風景撮影を楽しもう～写真＆動画～ 連携企業等： ソニーαアカデミー

令和６年８月３日(土) 対象： 教員１名

九州放送機器展2024 連携企業等：
一般社団法人 日本ポストプ
ロダクション協会

令和６年７月１８日(木) 対象： 教員２名



（７）学生の受入れ募集
①学生募集活動は適正に行われているか
②学生募集活動において，教育成果は正確に伝えられているか
③授業料等，徴収する金額はすべて明示しているか

（８）財務

①学校の収支のバランスは取れているか
②予算編成は教育目標・業務計画と整合性があるか
③財務について会計監査を適切に実施しているか
④財務の情報公開はされているか

（４）学修成果
①就職率の向上が図られているか
②資格取得率の向上が図られているか
③就職先企業を訪問するなどして卒業生の実態を把握しているか

（５）学生支援

①進路・就職に関する支援体制は整備されているか
②学生相談に関する体制は整備されているか
③学生に対する経済的な支援体制は整備されているか
④課外活動に対する支援体制はあるか
⑤経済的支援制度利用についての情報提供を行っているか
⑥必要に応じて保護者との連携が図られているか
⑦卒業生への支援体制はあるか
⑧高等学校との連携によるキャリア教育・職業教育の取組が行われているか

（６）教育環境
①施設・設備は，教育上の必要性に十分対応できるよう整備されているか
②学内外の実習施設，インターンシップ等について十分な教育体制を整備しているか
③防災訓練を定期的に実施しているか

（１）教育理念・目標

①学校の理念・目的は定められているか
②社会のニーズ等を踏まえた学生の将来構想を抱いているか
③学校の理念・目的・育成人材像・特色・将来構想などが学生・保護者等に周知されている
か
④各学科の教育目標，育成人材像は，学科等に対応する業界のニーズに向けて方向づけ
られているか

（２）学校運営

①学園の運営方針に沿った事業計画が策定されているか
②運営組織や意思決定機能は，規則等において明確化されているか，有効に機能している
か
③人事，給与に関する規程等は整備されているか
④教育活動等に関する情報公開が適切になされているか
⑤情報システム化等による業務の効率化が図られているか

（３）教育活動

①業界のニーズに沿った教育課程の編成を行っているか
②教育理念，育成人材像や業界のニーズを踏まえた学科の修業年限に対応した教育到達
レベルや学習時間の確保は明確にされているか
③学科等のシラバスは体系的に編成されているか
④キャリア教育・実践的な職業教育の視点に立ったカリュキュラムや教育方法の工夫・開発
などが実施されているか
⑤関連分野の企業・関係施設等や業界団体等との連携により，カリキュラムの作成・見直し
等が行われているか
⑥関連分野における実践的な職業教育（産学連携によるインターンシップ，実技・実習等）
が体系的に位置づけられているか
⑦授業評価の実施･評価体制はあるか
⑧職業教育に対する外部関係者からの評価を取り入れているか
⑨成績評価・単位認定，進級・卒業判定の基準は明確になっているか
⑩資格取得等に関する指導体制，カリキュラムの中での体系的な位置づけはあるか
⑪関連分野における先端的な知識・技能等を修得するための研修や教員の指導力育成な
ど資質向上のための取組が行われているか
⑫職員の能力開発のための研修等が行われているか

（２）「専修学校における学校評価ガイドライン」の項目との対応

ガイドラインの評価項目 学校が設定する評価項目



種別

卒業生

企業等委員

企業等委員

企業等委員

企業等委員

（ホームページ　・　広報誌等の刊行物　・　その他（　　　　　　　　　　　）　　　）

https://www.harada-gakuen.ac.jp/career/files/joho-kokai/R04_gakkouhyouka.pdf

公表時期：令和６年８月３０日

久木元　駿 社会福祉法人常盤会　総務部長
令和６年４月１日～
令和７年３月３１日(２年)

　※委員の種別の欄には、学校関係者評価委員として選出された理由となる属性を記載すること。
　（例）企業等委員、PTA、卒業生等

（５）学校関係者評価結果の公表方法・公表時期

宮之原　明子 株式会社清友　代表取締役
令和５年５月１日～
令和７年３月３１日(２年)

新納　武彦 鹿児島情報高校　校長
令和５年５月１日～
令和７年３月３１日(２年)

重　山　茂　仁
株式会社鹿児島頭脳センター
ＩＴ事業部　次長

令和６年４月１日～
令和７年３月３１日(２年)

大　橋　紘　一 社会福祉法人常盤会　顧問
令和６年４月１日～
令和７年３月３１日(１年)

(1)　「１.教育理念・目標」に関し、学校関係者評価委員より、「学生がより教育理念・目標を理解しやすくするために行動指針を添え
てはどうか」とのご意見をいただいた。
　　目指す職業が異なっていても、全学生が社会人としてふさわしい行動ができるよう、ディプロマポリシー等に基づいた行動指針の
策定に向けて、検討を進めていく。

(2)　「５.学生支援」に関し、卒業生への支援体制について改善の余地があるため、まずは卒業後にアクセスしやすくなるよう、ホーム
ページの卒業生向けの内容を充実させる。
　　そのうえで、Ｕターンや再就職等の更なる支援体制強化にも取り組んでいく。

(3)　「９.法令等の遵守」に関し、個人情報保護、肖像権、法令順守等について様々なご意見をいただいた。学校で取り扱う個人情報
は幅広いため、現状の取り組みを
　　確認するとともに、職員一人ひとりがより高い意識を持って個人情報保護や法令順守を行えるよう、研修その他各種注意喚起を
行っていく。

（４）学校関係者評価委員会の全委員の名簿

令和６年５月１日現在

名　前 所　　　属 任期

（１０）社会貢献・地域貢献
①学校の教育資源や施設を活用した社会貢献・地域貢献を行っているか
②学生のボランティア活動を奨励，支援しているか
③地域に対する公開講座やイベント支援等を積極的に実施しているか

（１１）国際交流
①留学生の受け入れを行っているか
②留学生の受け入れ，在籍管理等において適切な手続き等がとられているか
③留学生の学修・生活指導等が適切に行われているか

※（１０）及び（１１）については任意記載。

（３）学校関係者評価結果の活用状況

（９）法令等の遵守

①法令，専修学校設置基準等の遵守と適正な運営がなされているか
②個人情報に関し，その保護のための対策がとられているか
③自己評価の実施と問題点の改善を行っているか
④自己評価結果を公開しているか

https://www.harada-gakuen.ac.jp/career/files/joho-kokai/R04_gakkouhyouka.pdf


※（１０）及び（１１）については任意記載。

（３）情報提供方法

（ホームページ　・　広報誌等の刊行物　・　その他（　　　　　　　　　　　）　　　）
　URL: https://www.harada-gakuen.ac.jp/career/school/joho_koukai/

　公表時期：令和６年９月３０日

（９）学校評価
①自己評価表
②学校関係者評価

（１０）国際連携の状況
①日本語科設置
②アドバンス日本語科設置

（１１）その他
①高等教育の修学支援制度における機関要件確認申請書
②職業実践専門課程の基本情報について

（６）学生の生活支援 ①学生寮紹介

（７）学生納付金・修学支援
①学生納付金（入学金・学費・併修費）
②奨学金・教育ローン
③各種免除制度

（８）学校の財務 ①財務諸表等

（３）教職員 ①組織図・教職員数

（４）キャリア教育・実践的職業教育
①就職支援
②卒業後の進路（就職先一覧）

（５）様々な教育活動・教育環境
①学校行事
②サークル紹介
③施設紹介

（２）「専門学校における情報提供等への取組に関するガイドライン」の項目との対応

ガイドラインの項目 学校が設定する項目

（１）学校の概要、目標及び計画

①教育理念
②学校の概要（連絡先等）
③学校の沿革
④学則等
⑤「鹿児島キャリアデザイン専門学校」の３つのポリシー

（２）各学科等の教育

①修業年限・定員
②学科紹介・取得可能な資格
③「各学科」の３つのポリシー
④シラバス

５．「企業等との連携及び協力の推進に資するため、企業等に対し、当該専修学校の教育活動その他の学校運営の状況に関する情
報を提供していること。」関係

（１）企業等の学校関係者に対する情報提供の基本方針

　情報提供の方法は，誰もが比較的容易にアクセスすることが可能な本校ホームページにて公表する。
　また，企業や関係団体等の学校関係者に対しては，年度始めに学校関係者評価委員会を開催し，学校長より当該年度の運営方針
等を説明し，様々な教育活動の情報の公表を行った上で，実践的な職業教育のための更なる連携を深めるよう依頼を行う。
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1 ○
キャリアデザイ
ン

学校生活上必要な書類作成や学校行事（学園祭や
イベント大会等）におけるクラス内の話合いを行う「ク
ラス運営」の時間にするとともに，科目「ビジネスマ
ナー」の指導と連携しながら職業指導を中心に行
い，スムーズな就職活動に繋げることを目的とする。
学生，担任，キャリアセンターとの連携・コミュニケー
ションを図る。

1
2
通

120 4 ○ ○ ○

2 ○ 一般教養

就職試験で実施される一般教養問題に備えて様々
な分野の問題に取り組み，就職試験対策を行う。
また，現場で役立つ知識として色のユニバーサルデ
ザインについて学習し，色彩検定UC級合格を目指
す。

1
通

60 2 ○ ○ ○

3 ○
ビ ジ ネ ス マ
ナー

社会人としての心構え，言葉遣い，電話対応等。正
しい言葉遣いや電話対応などの基本的な知識や動
作を学ぶ。教材をもとに基本を学習した後，応用へと
発展させます。ロールプレイングを取り入れることで
「解る」から「出来る」を目指し，２年次の就職活動に
自信を持って取り組めるように学習する。

1
後
2
前

60 2 ○ △ ○ ○

4 ○
コンピュータ基
礎

現代社会で必須アイテムとなりつつあるグループ
ウェアの概要やメールのマナー等の情報リテラシー
を学ぶ。更に，ビジネスソフト（Ｗｏｒｄ，Ｅｘｃｅｌ，Ｐｏｗｅ
ｒＰｏｉｎｔ）の基本操作を修得し，実務で活用できるよう
になることを目標とする。

1
通

60 2 △ ○ ○ ○

5 ○ ＣＧ Ⅰ
Illustratorの基本的スキルを修得する。主にライブや
舞台などで使用されるフライヤーや告知用の印刷物
を想定し制作する。

1
前

30 1 △ ○ ○ ○

6 ○
企画・演出
Ⅰ

実際に撮影することを目的とした脚本を一から企画
し、制作する。20分から40分程度とし、制限の中での
制作体制を模索する。また、関連する既成作品を手
本としながら、演出上のポイントなどを学ぶ。

1
前

30 1 ○ △ ○ ○

授業科目等の概要

（工業専門課程　TV映像音響科　映像コース）

分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

単
 

位
 

数

授業方法 場所 教員

企
業
等
と
の
連
携



7 ○ 撮影技術 Ⅰ

映像業界で撮影技術者として活躍できる人材育成を
目的とする科目である。撮影に必要なビデオカメラ
や，音声機器，照明機材などの業務用機材を学ぶ。
TVCMや，テレビ番組，イベント撮影など，幅広い撮
影を授業やインターンシップを通して経験することに
より，知識と技術の両面を習得する。

1
前

60 2 △ ○ ○ ○ 〇

8 ○ 映像編集 Ⅰ
映像編集・写真編集を行ううえでの，ソフト操作の基
礎を学びながら，編集に必要な知識，技術を学ぶ。
編集上の考え方などを，実習を通して学んでいく。

1
前

30 1 △ ○ ○ ○

9 ○ 舞台技術 Ⅰ

「音響」という仕事を学び、舞台、イベント等に対応で
きる知識を身につける。また舞台知識も同様に学習
し、劇場の基本的な構造と名称を覚えることにより舞
台空間の音響知識も身に付ける。音の性質を学習
し、機材を適正に使用できるように基礎知識を身に
付ける。後期は野外イベント、学内イベントにて音響
オペレート、ステージ転換、進行など様々な用途に
対応できるように実習授業を行う。

1
前

120 4 △ ○ ○ ○

10 ○ ＭＡ Ⅰ

1.ＴＶやラジオ放送で使用する素材制作の為の基本
的な知識を習得する。様々な機材の名前,使い方を
覚える。
２.ＭＡをする為のソフトＰｒｏＴｏｏｌｓの使い方を習得す
る。様々な音に興味を持ち，楽しみながら学べる環
境をつくる。

1
前

30 2 △ ○ ○ ○

11 ○ ＤＡＷ実習 Ⅰ

音楽制作ソフトCubaseを使い，DAW（デジタルオー
ディオワークステーション）の基本的な操作，メロ
ディー入力，リズム入力，コード入力などの音楽的編
集やミックスまでを，与えられた課題を通して学んで
いく。

1
前

30 1 △ ○ ○ ○

12 ○
レコーディング
実習 Ⅰ

レコーディングにおける基礎知識と技術を学ぶ。音
響知識から機材の取扱い，音の仕組みなどを理解し
て実践を通して学んでいく。

1
前

30 1 △ ○ ○ ○

13 ○ ＭＡ Ⅱ

ＴＶやラジオ放送で使用する素材制作の為の基本的
な知識を習得し，ＭＡをする為のソフトＰｒｏＴｏｏｌｓの
使い方を習得する。
２年次は，音声機器を正しく扱うことができ，トラブル
にも対応できる知識をつける。実際に音を収録し，Ｏ
Ｋ・ＮＧを判断して適正レベルで収録でき，さらに自
分たちでＭＡを行って，現場で即戦力となれる人材を
目指す。

1
後
2
通

90 6 △ ○ ○ ○

14 ○ ＣＧ Ⅱ

１年：Photoshopの基本的スキルを修得する。写真の
加工や色補正，画像合成等の制作を行う。
２年：Lightroom Classicの基本的スキルを修得する。
Photoshop及びLightroom Classicの適切な写真加工
技術を使い適切な表現ができる応用力を身に着け
る。

1
後
2
通

90 3 △ ○ ○ ○



15 ○ 企画・演出 Ⅱ

学生自ら短編映像作品(ドラマ・短編映画・TV番組・
CM・MVなど）の企画から撮影演習，仕上げまで全行
程を行うことで，基礎的なプロの仕事の難しさ・楽しさ
を体験し，理解を深める。

1
後
2
通

150 5 ○ △ ○ ○

16 ○ 撮影技術 Ⅱ

映像業界で撮影技術者として活躍できる人材育成を
目的とする科目である。撮影に必要なビデオカメラ
や，音声機器，照明機材などの業務用機材を学ぶ。
TVCMや，テレビ番組，イベント撮影など，幅広い撮
影を授業やインターンシップを通して経験することに
より，知識と技術の両面を習得する。

1
後
2
通

390 13 △ ○ ○ ○

17 ○ 映像編集 Ⅱ

企画・演出で制作を決めた作品に対して、より実践
的な編集技術を学ぶ。企画・撮影の意図を汲み取
り、目的に沿った編集における考え方を習得すること
を目指す。

1
後
2
通

330 12 ○ △ ○ ○

　　　17科目

（留意事項）

１　一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行う場合
  については、主たる方法について○を付し、その他の方法について△を付すこと。

２　企業等との連携については、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。

合計 1,710単位時間(62単位)

卒業要件：
日数が，各学年の出席すべき日数の3分の2を超えており，教科の出席が時数の3
分の2を超え，かつ教科の成績が不可（60点未満）でないこと。また，授業料等が完
納していること。

１学年の学期区分 2 期

履修方法： 一般科目，専門科目共に全科目を必修とする １学期の授業期間 15 週

卒業要件及び履修方法 授業期間等
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1 ○
キャリアデザイ
ン

学校生活上必要な書類作成や学校行事（学園祭や
イベント大会等）におけるクラス内の話合いを行う「ク
ラス運営」の時間にするとともに，科目「ビジネスマ
ナー」の指導と連携しながら職業指導を中心に行
い，スムーズな就職活動に繋げることを目的とする。
学生，担任，キャリアセンターとの連携・コミュニケー
ションを図る。

1
2
通

120 4 ○ ○ ○

2 ○ 一般教養

就職試験で実施される一般教養問題に備えて様々
な分野の問題に取り組み，就職試験対策を行う。
また，現場で役立つ知識として色のユニバーサルデ
ザインについて学習し，色彩検定UC級合格を目指
す。

1
通

60 2 ○ ○ ○

3 ○
ビ ジ ネ ス マ
ナー

社会人としての心構え，言葉遣い，電話対応等。正
しい言葉遣いや電話対応などの基本的な知識や動
作を学ぶ。教材をもとに基本を学習した後，応用へと
発展させます。ロールプレイングを取り入れることで
「解る」から「出来る」を目指し，２年次の就職活動に
自信を持って取り組めるように学習する。

1
後
2
前

60 2 ○ △ ○ ○

4 ○
コンピュータ基
礎

現代社会で必須アイテムとなりつつあるグループ
ウェアの概要やメールのマナー等の情報リテラシー
を学ぶ。更に，ビジネスソフト（Ｗｏｒｄ，Ｅｘｃｅｌ，Ｐｏｗｅ
ｒＰｏｉｎｔ）の基本操作を修得し，実務で活用できるよう
になることを目標とする。

1
通

60 2 △ ○ ○ ○

5 ○ ＣＧ Ⅰ
Illustratorの基本的スキルを修得する。主にライブや
舞台などで使用されるフライヤーや告知用の印刷物
を想定し制作する。

1
前

30 1 △ ○ ○ ○

6 ○
企画・演出
Ⅰ

実際に撮影することを目的とした脚本を一から企画
し、制作する。20分から40分程度とし、制限の中での
制作体制を模索する。また、関連する既成作品を手
本としながら、演出上のポイントなどを学ぶ。

1
前

30 1 ○ △ ○ ○

授業科目等の概要

（工業専門課程　TV映像音響科　舞台コース）

分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

単
 

位
 

数

授業方法 場所 教員

企
業
等
と
の
連
携



7 ○ 撮影技術 Ⅰ

映像業界で撮影技術者として活躍できる人材育成を
目的とする科目である。撮影に必要なビデオカメラ
や，音声機器，照明機材などの業務用機材を学ぶ。
TVCMや，テレビ番組，イベント撮影など，幅広い撮
影を授業やインターンシップを通して経験することに
より，知識と技術の両面を習得する。

1
前

60 2 △ ○ ○ ○ 〇

8 ○ 映像編集 Ⅰ
映像編集・写真編集を行ううえでの，ソフト操作の基
礎を学びながら，編集に必要な知識，技術を学ぶ。
編集上の考え方などを，実習を通して学んでいく。

1
前

30 1 △ ○ ○ ○

9 ○ 舞台技術 Ⅰ

「音響」という仕事を学び、舞台、イベント等に対応で
きる知識を身につける。また舞台知識も同様に学習
し、劇場の基本的な構造と名称を覚えることにより舞
台空間の音響知識も身に付ける。音の性質を学習
し、機材を適正に使用できるように基礎知識を身に
付ける。後期は野外イベント、学内イベントにて音響
オペレート、ステージ転換、進行など様々な用途に
対応できるように実習授業を行う。

1
前

120 4 △ ○ ○ ○

10 ○ ＭＡ Ⅰ

1.ＴＶやラジオ放送で使用する素材制作の為の基本
的な知識を習得する。様々な機材の名前,使い方を
覚える。
２.ＭＡをする為のソフトＰｒｏＴｏｏｌｓの使い方を習得す
る。様々な音に興味を持ち，楽しみながら学べる環
境をつくる。

1
前

30 2 △ ○ ○ ○

11 ○ ＤＡＷ実習 Ⅰ

音楽制作ソフトCubaseを使い，DAW（デジタルオー
ディオワークステーション）の基本的な操作，メロ
ディー入力，リズム入力，コード入力などの音楽的編
集やミックスまでを，与えられた課題を通して学んで
いく。

1
前

30 1 △ ○ ○ ○

12 ○
レコーディング
実習 Ⅰ

レコーディングにおける基礎知識と技術を学ぶ。音
響知識から機材の取扱い，音の仕組みなどを理解し
て実践を通して学んでいく。

1
前

30 1 △ ○ ○ ○

13 ○ ＭＡ Ⅱ

ＴＶやラジオ放送で使用する素材制作の為の基本的
な知識を習得し，ＭＡをする為のソフトＰｒｏＴｏｏｌｓの
使い方を習得する。
２年次は，音声機器を正しく扱うことができ，トラブル
にも対応できる知識をつける。実際に音を収録し，Ｏ
Ｋ・ＮＧを判断して適正レベルで収録でき，さらに自
分たちでＭＡを行って，現場で即戦力となれる人材を
目指す。

1
後
2
通

90 6 △ ○ ○ ○



14 ○ 舞台技術 Ⅱ

「音響」という仕事を学び、舞台、イベント等に対応で
きる知識を身につける。また舞台知識も同様に学習
し、劇場の基本的な構造と名称を覚えることにより舞
台空間の音響知識も身に付ける。音の性質を学習
し、機材を適正に使用できるように基礎知識を身に
付ける。後期は野外イベント、学内イベントにて音響
オペレート、ステージ転換、進行など様々な用途に
対応できるように実習授業を行う。
公共ホールやライブハウスなどの演出の為に使用さ
れる舞台の応用的な知識と、技術を学ぶ。現場に合
わせたプランニングからミキシングまで実践的な技
術を習得する。

1
後
2
通

450 16 △ ○ ○ ○

15 ○ 舞台技術 Ⅲ

コンサートや演劇などで，美術・照明・音響などの多
くのセクションをまとめ，本番を成功に導けるよう，
様々な答えを考えてもらう。鹿児島県内の代表的な
ホールの構造・特徴等を知り，舞台用語なども学ぶ。
舞台機構調整技能士３級合格と，公共ホールに勤め
られる様な人材になることを目指す。

1
後
2
通

150 5 ○ △ ○ ○

16 ○
レコーディン
グ実習 Ⅱ

レコーディングにおける基礎知識と技術を学ぶ。音
響知識から機材の取扱い，音の仕組みなどを理解し
て実践を通して学んでいく。
２年次は，レコーディング実習の内容をさらに追求し
て実践を積み，基本から応用まで作業できるように
する。最先端の技術も取り入れながら，自らの力で
音楽制作を完成させていくことを目指す。

1
後
2
通

180 6 △ ○ ○ ○

17 ○ ＤＡＷ実習 Ⅱ

音楽制作ソフトCubaseを使い，DAW（デジタルオー
ディオワークステーション）の基本的な操作，メロ
ディー入力，リズム入力，コード入力などの音楽的編
集やミックスまでを，与えられた課題を通して学んで
いく。　２年次は，更に詳細な操作方法について学習
し，目的に応じた簡単な音楽が制作できるようになる
ことを目的とする。

1
後
2
通

180 6 △ ○ ○ ○

　　　17科目

（留意事項）

１　一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行う場合
  については、主たる方法について○を付し、その他の方法について△を付すこと。

２　企業等との連携については、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。

合計 1,710単位時間(62単位)

卒業要件：
日数が，各学年の出席すべき日数の3分の2を超えており，教科の出席が時数の3
分の2を超え，かつ教科の成績が不可（60点未満）でないこと。また，授業料等が完
納していること。

１学年の学期区分 2 期

履修方法： 一般科目，専門科目共に全科目を必修とする １学期の授業期間 15 週

卒業要件及び履修方法 授業期間等


